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学総合研究所で実施した PET 計測による脳内 DA 受容












実現に向けて活動を開始した . 下北, 志賀高原, 木曾, 
屋久島で国有林内に研究林地域の設定を依頼した. 4 地
域の国有林は設定地域の施業にそれなりの配慮をする
ことで了解された. 下北研究林は 1973 年に,志賀高原研
究林は 1978 年に,屋久島・木曾研究林は 1983 年に許可
されて,同施設は完成した. 完成に至る過程には,日本の
社会的諸状況が大きく関与したと思われる. 
 第一に, 1960-70 年代日本における当時の活発な野外
調査活動があった. 下北, 白神, 金華山, 日光, 房総, 箱
根, 南アルプス, 志賀高原, 黒部, 白山, 比叡山, 嵐山, 



































 現在, プランク・リクロ液にて脱灰処理中であり, 観
察に至っていない. 
 










そこで, チンパンジー頭部を CTと MRIにより同日計測
し, MRI 画像が不得意とする骨の画像を含む CT 画像と
CTが不得意とする脳実質を含む MRI画像を比較検討す
ることにより ,化石人類の脳の推定に寄与できる基礎
データを得ることを目指した. MRI 計測は, 3D gradient 
echo法を用い, 3次元画像データからCT画像と同じ断面
の MRI 画像を作成することで比較を試みた. 2 頭のデー
























あった. また, これらの方法を用いて, 飼育下マカク属
サルの糞および尿, 対応者が採取した野生チンパンジ
ーの糞および尿中のホルモン量を測定することができ













狩猟肉食行動の長期継続資料については, Hosaka et al. 




























































計測項目は MD-max, MD, BL-max, BL-M, BL-D, 頬側と
舌側の各咬頭の最大膨隆点間距離（MD-B,MD-L）とし






















我々は, これまで継続的に（平成 18 年から）60 種類
のヒト由来病原体について霊長研のチンパンジーの血
清学的解析を行ってきたが, 22 年度にはさらに検査項目
数を増やす事できた. 結果を分析すると 36 項目のヒト
由来病原体に対して抗体を有していることが分かった. 
さらにその結果を年齢で分けると , AdeV2, 6, HHV6, 
PIV3, hMPV, RSV, AdeV4, 5, CMV, VZV, EBV は全ての年
齢層で見られ, AdeV7 は 10 才齢において, AdeV3, ReoV
は 10 才および 27~30 才齢において, 百日咳菌と麻疹ウ
イルスは 27~30 才齢において, CoxV5 は 31~32, 42 才齢
において, HAV は 42 才齢において感染個体数が多い事
が分かった. 今回検出された病原体は野生下において
